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兵庫県三 田に生まれた川本幸民と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学新書

A　　　 　，

秘；：。．一 〆

カ ッ ト 川 本 幸 民

　 　 　 　 　 　 せ い み

　 わ が国で 「舎密」 に 代 わ り始め て 「化学」の 語

を使 い ， 内容 も宇出 川 榕庵 の 『舎密 開宗』 に 比
　 　 　 　 　 あ と む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え きゆ い

し， 原子 （亜 多面）の 説 を もと に，等量 （越九 乙
ば れん　と　　　 え 　き ：h，じゆ う

華連 天 ， 越 九 重） に よ っ て
， 化合物 （抱合物）・

化学反応 を定量 的に 説明 し
， 化学式 も示 し ， そ の

構造を図式化 するなど
， よ り近代的な西欧化学 に

よ る手書 きの 稿 本 『化学新書』和装 3 冊 （1861

年 ， 日本学士院所蔵）の 著者 は川本幸民で ある 。

　幸民 は 1810年 （文化 7 年）摂津 国二 田藩 九鬼

隆国 （3 万 6千石）の 城下町に 生 まれ た 。 そ の 出

生地，現在 の 兵庫県二 田 市三 田 町 24−29 （当時 の

足軽町） に は三 田市歴 史の 散歩道 の 標識   が建 て

られ て い る 。 足軽町 と い っ て も代々二 田藩医の 川

本家の 居宅が た またまこ こ に在 っ た こ とは ， 三 田

小 学校 に写 し の ある 三 田 古地図 に 〔現在 は戦後建

設の バ イパ ス 道が ， 西方寺の 西側 に あ る こ と に注

意〕，祖 父 の 川本周 伯 の 名 と家紋の 記入 の あ る こ

とか ら確認で きる 。 幸民の 父周安 は，加東郡横谷

村 〔現東条町横谷〕の 医家山中家か ら周伯の 養子

と し て 来た人 で ， 幸民は 7人の 姉兄 の 末子三男で

ある 。 幼名は敬藏，後 に 周民 ， 通称 は養徳で ，長

じてか らは名を裕 とし，字 は幸民 ， 裕軒 と号 し
，

書斎の 名の 静修堂 も著書に は用 い て い る 。

　10 歳 に して 父 を亡 く し， そ の 後 は長 兄周篤が

養護 し た。 こ の 歳 ， 藩校造 士館 に 入 り漢 書 を 学

び，夜 も長老 の も と で 素読 を習 うな ど勉学 に 励

み ，成績 もよ く頭角をあ らわ す。 こ の 藩校は ， 幸

民 入学の 前年，好学の 藩主隆国が ， それ ま で は城
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写真 ：史跡三 出城跡碑 （三 田小学校校 門隣） の も と

　に あ る，裕軒川本幸民 先 生 顕彰碑。

内 〔現 有馬高校の 地 ， 現三 田小学校の 地は九鬼家

陣屋〕に あ っ た藩校国光館を拡充の た め ， 桜 の 馬

場西 詰左側の 屋敷 〔現三 田市屋敷町 6 の 地 ， 前述

古地 図で は藤四郎 の 名〕に開設 した もの で あ る。

　18歳 にな っ た 1 月 ， 漢 方医学 を学ぶ た め ， 幸
　 　 　 　 　 こ　な し

民は加東郡木梨村 〔現在木梨神社の あ る兵庫県社

町藤田，兵庫教育大 の 西北 方 ， 同附属中の 北方〕

の 村上 （宇野 ）良八 に 入門 した。同家は和漢医学

書 を多数所 蔵す る近郷 の 名家で ， 幸民 は こ れ らを

熱心 に 渉猟 した。 1 年余の 後の 4 月に 三 田 に帰 っ

た が
， そ の 5 月 ，

つ とに洋学が将来重要 となる こ

とを洞察 して い た 藩主隆国が ， 藩校 で の 成績抜群

の 幸民 を藩命 に よ り特に抜櫂 し
， 学資 も与 え ら

れ ， 藩主 に 従 い 兄 周篤 が江戸 に 勤番す る の に 同

行 ， 江戸に留学 ， 20 歳の 6 月に到着 した 。

　江戸 に 着い た翌 月 ， 兄周篤 が俄 な病で 死 亡 す る

とい う不 幸 ・悲嘆 に見舞わ れ た 。 しか し家継承 の
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勧め も固辞 し ， 藩主か らの 恩遇 を思 い オ ラ ン ダ医
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ だ ら ちよう しゆ ん

学 を学ぶ た め 江 戸 に 留 っ た。まず足立 長 雋 に 入

門 し
， 翌 年， そ の 英才を認 め た師に伴われ て ， 蘭

方医 と し て 名声高 く， 36歳 とよ り若 く， 蘭学塾

も起こ し子弟 を教 えて い た坪 井信 道 の 門 に 入 っ

た 。 此処 に は緒 方洪庵 も半年後 に 入 門し ， 共に オ

ラ ン ダ文典の翻 訳 に も刻苦 精励 す る 。 ただ幸民 は

生来酒 好 き で 「幸民 い よ い よ酔 え ば い よ い よ勤

む ， 吾徒つ い に及ばず」と洪庵の 嘆息もあ る 。

　坪井塾 で の 2 年半近 く の 修学 の 後，1833年三

田 に
一．・一

時帰省 ， 京阪 を遊歴 して 折 り返 し江戸 に戻

っ た 。 翌 年 7 月藩主 の参勤 交代 に従 い 三 田 に 帰

り， 12月 に は藩医に 列せ られ ， 江 戸居住を認 め

られた の で ， その 翌年 1835 年 （天保 6年） 5 月

藩主 と と も に 上 京した 。 幸民 26歳の 時で ， 医業

も開業，生 活 も安定 し た の で ，同年 12 月蘭 医 の

媒酌で水戸の 藩医で西 学都講 で あ っ た青地林宗の

三 女秀子 と結婚 した （林宗の長女粂子は坪井信道

夫人）。 後に 岳父林宗の わ が国最初の 物理 学書 と

され る 『気海観瀾 』を ， 幸民 は 大 い に増補 し ， 有

名な 『気海観瀾広義』工5巻 5冊 （1851−56 年） を

著 して い る。

　新婚後間 もな い 天保 7年 2 月 ， 乱酔の た め身分

の あ る人 へ の 刃傷事件 を お こ し ， 藩邸に 幽閉 ， そ

の 後 6年間相州浦賀 に蟄居生活 を送 っ たが ， こ の

試練 の 間 も勉学 を深 め ，32 歳の 天保 12 年 ， 江戸

に 帰 る こ と が許 され た。 こ の 年幸民 を ひ きた て た

隆国は引退 したが，新藩主隆徳 と幸民は そ りが 合

わ ず ， 隆国に は深 く恩義 を感 じて そ の 隠居宅近 く

に居 を移 し，君臣水魚の 交わ りを した。

　 こ の頃か ら幸民 は ， 薩摩藩の島津斉彬の知遇も

え て ， しばしばそ の 江 戸屋敷に 伺 い
， 西欧の 兵制

軍備関連の 蘭書の 訳述 を して い る 。 稿本 「兵家須

読舎密真 源』 9 冊 （1856 年）は，斉彬 の 願 い に

よ る火薬の化学 に も関す る訳書 で あ り，『遠西奇

器述」 2冊 （1854年 ， 第二 輯 1856年）は薩摩藩

で の 冂述 を も と に して い る 。 な お 造船所設置に さ

い し顧問に幸民 を招 い た と の 記述 もあるが
， 鹿児

島 には実際に 赴い た か は確証無 く，疑問点で ある。

　 と もか く 1852年隆国 が 没 し て 希望 を失 っ て い

た幸民 は ，斉彬 の 二 田藩 へ の 懇願 に よ り 1854年

薩摩藩に 入 籍 し た 。 し か し
， 斉彬も同年 7 月没 し

た。

　幸民は種 々 の 蘭書を翻 訳す る の み で な く。それ

に よ る知識 を も と に ， 実地 に マ ッ チ ， 写真 ，
ビ ー

ル な ど に つ い て 製作 試 験 を し て い る。写 真 は

1851年銀板法で 自ら成功 した と伝え られ ，
い ま

日本学士 院 に は，1861 年 自分 と 夫人 を そ れ ぞ れ

撮影 した写真が 所蔵され て い る 。 なお カ ッ トの 写

真 は ， 横浜 の 下岡蓮杖撮影 に よ る よ り晩年の 姿で

あ る 。

　幕府が洋学所 を新た に 蕃書調所 とした 1856年

（安政 3 年） 47 歳の 時，そ の 教授手伝 い に 任命 さ

れ， 3 年後に は 教授 職 と な り ， 1860年 に は 設 置

の 精錬方 （後の 化学方） も担当し た 。こ こ で 教科

書に もな っ た の が 『化学新書」で ， ドイ ツ ・ス テ

ッ ク ハ ル トの 原著 をオ ラ ン ダ ・ギ ュ ニ ン グが蘭訳

し ， そ れ を幸民 が 重訳 し た もの で あ る 。 そ れ に は

自ら実施で き る 多数の 実験項 目 （試）を含み ，教

育 的に も意義深 く， 現在化学史学会で は ， 日本学

士院の 了解 もえ て復刻 し， 解説や幸民等 に つ い て

の 諸文献資料 も含 め て の 出版 を計画中で あ る 。

　蕃書調 所 は，1862年洋書調所 ， 翌年 に 開成所

と改称 ， 維新後の 東京大 学の 前身 とな っ た 。 幸民

は幕府が な くな っ た明治元 年 7 月 ， 病 と し て 官を

辞 して 三 田 に 帰 っ た。そ して 三 田屋 敷町内の 金心

寺 〔現在 の 天 神三 の 位置 に は 明治 2 年 に 移転〕に

寓 して英蘭 の 塾 を開い た 。 入 門者が 多く近 くの 畑

中村の 方仙寺 （現南が E の 大歳神社の 近 く）に も

分校 を開 い た 。 嗣子清
一

の 任官 に伴 っ て 明治 3 年

7 月塾 を閉 じ て ．L京 し，そ の 翌年 1871年 6 月，

病 に よ り 62 歳 （い ずれ も数え歳）で 死 去 した。
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